
十  ~十 ~― ~           __日

援(中fL)の出耀が増えてい孝す

●サルの被害を防止するには、まず、サルの生態をよく知る

ことが大切です。

●サル行動についてよく理解し、それに合つた被害防止の実

施にご協力いただきますようお願いします。

サルの生態 ・行動

1 食 べ物
・植物中心の雑食!性で、植物の芽や葉、

種子や果実、昆虫類などのJ 動ヽ物を食べる。
・食べ物は、季節によって変化する。
・辛しヽもの、極端に苦しヽものはあまり食べなしヽ。
・食!性がヒトに似てしヽて、ほとんどの農作物を食べる。

2行 動

得 れ》  … 通常、20～ 数十頭のメスを中心とした群れで行動する。

《行動B書間》…・国の出から国の入まで活動(昼行‖」吹 夜間に行動しなしヽ。

《行動域》 … 数平カキロ～30平 カキロ程度。(エサのの布や量で変化する

本来、森林!性の動物だが採食のために農地に出没することもある。
、 《視力》  … 視力は、ヒトと同じくらしヽ良い。

《学習能力》…言D庸力(場所 。出来事・人な台や学習能力が高しヽ。

試行錯誤しながら学習する。このため、大馴れが生じたり、集落・

農地をエサ場と認識した場合には、被書が大き<な りやすしヽ。

《運動能力》…・数ミリの凹みや突起があれ|よ 壁などを登ることができる。

なぜ、サルが里に出没するのか

里にヨ1き奇せる食べ物がある
・山で少なしヽエサを探すより楽に採れる →  里 の味を覚えて再度出没する

里が安bじ て出没できる場所になつている
。過疎化 ・高齢化が進行、狩猟者が減少・高齢化 →  追 しヽ払しヽの危険が減少

集落・農地の周りに隠れ揚となる山林が接近
・里山の放置、耕作放棄地の増加 →  し つヽでも里に出没しやすしヽ環境
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■

被害防止の方法

1 追 い払う・追い上げる
。ロケット花火、モデルガンなどを使つてヒトが積極的に 「追い払しヽ」を行う。また、

集落等からできるだけ離れた山の力に 「追い上|ザ」を行う。

☆単なる脅しと学習されないように音と痛みがセットになつた力法がよしヽ。

☆爆音器など設置型の追い払しヽ用具には、すぐ罰||れる。

☆ロケット花火等による事故防止、サルを誤つて殺傷しないように気を付ける。

★ロケット花火は、役揚に準備してしヽますので、必要な場合はご連絡くださしヽ。

・サルを見たらいつでも追い払い、徹底したサルヘの嫌がらせにより、人里が危険な場

所・居lb地が悪しヽ場所と認識させ

・サルが隠れる場所をなく吹 樹木からの跳び移りなどを防ぐため、農地・集落に沿つ

て樹林地を整理するなど見通しのよい周辺環境をつくり、サルの警戒心を高める。

・効果的な追い払い。追しヽ上げの万法

①できるだけ早期に行う。

②できるだけ多人数で行う。 (地域ぐるみで行うと最も効果的)

③長い距離を追いかけて、集落からサルを離す。

2 誘 引物を除去する (餌付けになる行為をやめゆ
・エサになるもの (クズ果樹、クズ野菜t生 ゴミなど)の 農地での放置や山などへの廃

棄は止め、埋設等により適切に処合する。
・取り残した果樹や野菜は、早期に除去する。放棄された果樹園では木を伐採するか、

果実を早期にもざ取る。
・ゴミ集積場の生ゴミが食べられなしヽように管理を十合に行う。
・軒先など野 村こ農作物などの食べ物を置かない。

寺社等のお供え物 (花を含む)な ども同様に注意する。

3 家 屋等に進入させない
・サルの目摯情報があつたら、しつかり戸締まりを吹 子どもなどを夕村こ出さない。

情報を提供してください

1 サ ブ朗こよる被害 (人的被書、農作物被書など)が 発生した揚合は、すぐに町役場、最

寄りの駐在所等へ連絡してくださしヽ。 情 報が早く集まれ1弐パト□―ルや集団登下校、

戸締まり等の注意喚起などの対策が迅速に実施できます。

2 提 供じていただきたし神情幸尉よ、 「場所」 「時間」 「大きさ」 「頭数」 「どんな被書が

出たか」などです。

【凋問い含わせ先】

鳥取県三朝町役場

又は

紹飼努:果 症封製鍵罫日華室

蔚 稲果 謝 卵蛭墓

電話 0858-43-1111

電話 0858-43-3515
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